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1.  はじめに 

 近年，新潟中越地震，東日本大震災，熊本地

震などの大地震が多発している．大地震が発生

した際，自宅の倒壊などが原因で住民は避難を

強いられる．一方，災害時には市町村の担当職

員が避難所を開設し，避難してきた住民の安否

確認を行うことになっている[1]．安否確認とは，

災害時等に特定の人物が生存しているかどうか

の確認作業を指す．被災住民中の行方不明者を

迅速に特定し，捜索を早急に開始することによ

って被災者の生存率の向上が見込めるが，これ

には迅速な住民の安否確認の実現が重要となる． 

 本研究では，住民に安否確認専用の特別な機 

材を携帯せず，迅速に安否不明者を特定するこ

とを目的とする．そのために，顔認証を用いて

安否確認を行う．しかし，住民名簿に記載され

ている住民の数が膨大であるため，従来の顔認

証の方法では，認証に時間がかかってしまう課

題がある．そのため，本稿では顔認証の迅速化

の方法を提案する． 

 

2. 従来の安否確認方法 

 従来の安否確認手法では，まず避難してきた

住民の氏名，住所，年齢，性別といった情報を

記載した避難者名簿を作成し，避難者名簿と住

民名簿から安否が未確認の住民を特定する[2]．

しかし，従来手法では，手書きで名簿を作成し，

住民名簿と見比べて確認する必要があるため，

安否確認に時間がかかるという問題がある．

2004 年の新潟中越地震の際，長岡市の青葉台地

区ではこの方法で安否確認を行い，安否が未確

認な住民を把握するまでに半日かかっており，

避難していない住民の捜索が遅れる結果となっ

た[3]．  

 別の安否確認手法として，住民全員に氏名，

住所などの情報が入っている IC カードを前もっ

て渡しておき，避難所に置かれている読み取り 

 

 

 
 

 

装置に IC カードをかざすことで安否確認手法が

提案されている[4]. この手法では，被験者約

100 人に対し，約 5 分で安否確認を終えることが

できた．しかし，安否確認のために IC カードの

携帯が必須であるため，被災時のように IC カー

ドの不携帯や紛失の可能性の高い状況では十分

な効果が得られない可能性がある． 

 

3. 安否確認の迅速化 

3.1 顔認証を用いた安否確認 

 本研究では，住民側に安否確認専用の特別な

機材を携帯せずに安否確認を行うことを目的と

する．このため，人体のみで確認できる生体認

証に注目する．しかし，生体認証を利用するた

めには，住民の生体情報が必要となり，その情

報の収集が問題となる．現在，マイナンバーカ

ードの制度等により，地方自治体は住民の顔画

像情報も管理している．そこで，この顔画像情

報を含んだ住民データベースを作成し，これを

利用して顔認証を行う安否確認方法を提案する． 

避難所での安否確認時，被災者の顔を撮影す

る．撮影した顔画像と一致する顔画像情報を持

つ住民を検索し，認証が通った住民を「安否確

認済」とし，それ以外の住民を「安否未確認」

とする． 

顔認証を行うためには，顔の特徴点が必要で

ある．田所氏らの研究では，図 1 の 68 個の特徴

点と眉毛間の距離（図 1 の A の部分）を基準に

特徴量を算出し，顔認証を行っている[5]． 

 

 
 

図 1 顔の特徴点(68個) 
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 眉毛間の距離は眉毛を剃られることで，比較

的変化しやすい情報である．そこで，本研究で

は眉毛間と比較して変化が少ないと考えられる

瞳間の距離（図 1の Bの部分）を基準とする．  

(1)の式のように各特徴点同士の距離と瞳間距

離から特徴量 Fを算出する[5]． 
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 登録した顔画像と撮影した顔画像の F を基に

(2)の式で相関係数 P を算出する[5]．P が高い住

民を「安否確認済」とする． 
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登録顔画像の特徴量入力顔画像の特徴量， :: ba FF  

 

3.2  特徴量の数の削減 

文献[5]では，抽出した特徴点 68 個全てを組み

合わせているため，特徴量の算出に時間がかか

る．そのため，認証率を維持した上で算出する

特徴量を削減し，認証時間を短縮する必要があ

る．頬や眉毛など変化しやすい特徴点を除外し，

変化がしづらい目・鼻・口のみを利用する特徴

点に限定する．  

 

3.3 認証時間を短縮するための住民情報 

 一般に，住民の数は膨大であるため，顔認証

時に住民データベースに登録されている全顔画

像に対して特徴点を抽出していては時間がかか

り，安否確認にも時間がかかってしまう問題が

ある．そこで，登録した顔画像の特徴点を予め

算出し，特徴情報として保持しておくことで，

安否確認時の特に特徴点抽出にかかる時間を短

縮する．本手法では各特徴点の x 座標，y 座標を

特徴情報とし，住民データベースには氏名情報，

および特徴情報とする． 

 

4.  評価実験 

 予め被験者の顔を正面から撮影し，顔の特徴

点の座標を登録したデータベースを準備する．

被験者の顔を撮影し，登録した顔情報との照合

を行い，提案手法と文献[5]の手法を比較するこ

とで，提案方式を評価する．顔認証に要する時

間と認証率を評価項目とする．  

 

5. まとめ 

 従来の安否確認手法は，手作業で行っている

ため安否不明者の特定に時間がかかっていた．

これに対し，顔認証を用いることで安否確認を

迅速化することができる．一方，従来の顔認証

方法では多くの顔の特徴点を使用するしている

ため，顔認証時のコストが大きい，そこで，本

研究は顔の特徴点を認証率が維持できるだけの

必要最小限にし，認証時間を短縮した顔認証に

よる安否確認手法の提案を行う． 
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